
  

福岡ＥＵ協会会則 
 

 

(名称） 

第１条 本協会は、福岡ＥＵ協会（Fukuoka  EU  

Association）（以下「協会」という。）と称する。 

(目的） 

第２条 協会は、福岡県とＥＵ（欧州連合）の相互理解を深

め、友好を促進することにより、両者間の経済、文化等

の交流に寄与することを目的とする。 

(事業) 

第３条 協会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行

う。 

（１）講演会、セミナーの開催等相互理解を深める事業 

（２）使節団の相互訪問等人的・文化的交流を促進する

事業 

（３）展示会、見本市の開催・参加等経済的交流を促進

する事業 

（４）ＥＵ及び福岡に関する情報の相互交換事業 

（５）その他前条の目的を達成するために必要な事業 

(会員) 

第４条 協会の会員は、法人会員、個人会員及び名誉会員と

する。 

(会費) 

第５条 会員は次の年会費を納入する。 

法人会員は１口２万円（１口以上） 

個人会員は１口３千円（１口以上） 

名誉会員は会費を免除するものとする。 

(役員) 

第６条 協会に次の役員を置く。 

（１）会長  １名 

（２）副会長 ３名以内 

（３）理事  ８０名以内 

（４）監事  ２名 

２ 名誉会長、代表顧問、顧問を置くことができる。 

(役員の選任等) 

第７条 理事及び監事は総会において選任し、会長、副会長

は理事の互選によるものとし、任期は２年とする。 

(役員の職務） 

第８条 会長は、協会を代表し、会務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、また

は会長が欠けたときは、その職務を代行する。 

３ 理事は理事会を組織する。 

４ 審議の効率化を図るため、理事会の下に幹事会を置く。 

５ 監事は協会の会計を監査する。 

(名誉会長、代表顧問、顧問） 

第９条 名誉会長、代表顧問及び顧問は会長が理事会の承 

認を経て委嘱する。 

(会議） 

第１０条 総会は、通常総会及び臨時総会とし、会長が招集

する。 

２ 通常総会は毎年１回開催し、この会則に定めるもののほ

か、次の事項を審議する。 

（１）事業計画及び予算 

（２）事業報告及び決算 

（３）会則の改正 

（４）その他の重要な事項 

３ 臨時総会は、必要に応じて開催する。 

４ 理事会は、会長の招集により年１回以上開催し、総会に

付議すべき事項のほか重要事項を審議する。 

  なお、総会に付議すべき事項については、総会と併せて

審議することができる。 

５ 総会及び理事会の議長は会長が務める。 

６ 幹事会は理事会の委任を受け、必要な事項を審議決定す

る。幹事は会長が委嘱し、幹事長は幹事の互選によるもの

とする。 

７ 総会、理事会及び幹事会の議決は出席者の過半数をもっ

て決する。可否同数の時は議長及び幹事長がそれぞれ決す

る。なお、出席できない場合は、委任状により議決権の行

使を委任することができる。 

８ 総会、理事会及び幹事会が開催できない場合は、書面又

は電磁的方法により議決することができる。 

(事務局） 

第１１条 協会の事業を行うために、（公財）福岡県国際交

流センター内に事務局を置く。 

２ 事務局は九州電力（株）と（公財）福岡県国際交流セン

ターが共同して担当する。 

３ 事務局長は（公財）福岡県国際交流センター事務局長を

もって充て、事業の実施運営を総括する。 

(会計） 

第１２条 協会の事業運営に必要な経費は、会費、寄付金そ

の他の収入をもってこれに充てる。 

２ 協会の会計年度は４月１日から翌年３月３１日までと

する。ただし、協会設立の初の会計年度については、設立

から翌年３月３１日までとする。 

(雑則） 

第１３条 この会則に定めるほか、必要な事項は会長が定める。 

 

附 則 

１ この会則は、平成１４年６月１４日から施行する。 

２  設立当初の役員等については第７条、第９条及び第１０

条の６の規定にかかわらず、設立準備委員会が候補者を指

名し、設立総会において選任する。 

３ 協会設立当初の役員の任期は、第７条の規定にかかわら

ず、平成１６年６月３０日までとする。 

 

附 則 

 この会則は、平成１５年４月２１日から施行する。 

附 則 

 この会則は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

 この会則は、令和２年６月１８日から施行し、令和２年 

４月１日から適用する。 

 


